
エレベータ・エスカレータ コスト比較
[単位：千円]

エレベータ エスカレータ
イニシャル 見積 38,440 107,500

掛率 0.6 0.6
建設費用 23,064 64,500

メンテナンス 見積 1,060 2,930
掛率 0.8 0.8
年間費用 848 2,344
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販売代理店

価格、仕様等は予めお断りすることなしに変更となる場合があります。

難聴者用磁気ループシステム

別途、工事費が必要です

備　考価格（消費税抜き）品　名形　式

HSR-120N

※HSR-120N の単体販売はいたしておりません。詳細に関しましてはお問い合わせください。

携帯型磁気ループシステム

ドラム式ループアンテナ20m、有線マイク付属

備　考価格（消費税抜き）

携帯型磁気ループシステム

品　名

HS-60

形　式

HS-60 用オプション

備　考価格（消費税抜き）

ワイヤレスチューナーユニット

品　名

SU-3000A

形　式

ハンド型ワイヤレスマイクWM-3000A

タイピン型ワイヤレスマイクWM-3100

ロッド型ワイヤレスアンテナAA-382

10m接続ケーブル付属10Wアンプ付スピーカー

ドラム式ループアンテナ（延長専用 20m）

ドラム式ループアンテナ（延長専用 30m）

その他補聴器誘導システム

備　考価格（消費税抜き）

小型磁気ループシステム
（専用収納ケース付）

品　名

HS-10C

形　式

カウンター型磁気ループシステムHS-10S

磁気ループシステムオプション

BOX型、イヤホン付

備　考価格（消費税抜き）

磁気ループ専用受信機

品　名

SOR-80

形　式

¥650,000

¥170,000

¥28,000

¥34,000

¥38,000

¥3,500

¥60,000

¥30,000

¥35,000

¥250,000

¥288,000

¥24,000

設置型磁気ループアンプ（120W）

AP-10S

LD-20E

LD-30E

FRPタイプ、10台収納可能磁気ループ受信機用収納ケースES-10C ¥38,000

小型ループアンプ本体、タイピン型ワイ
ヤレスマイク、スタンド式有線マイク、磁
気ループ受信機、パネル式ループアンテナ

小型ループアンプ本体、ハンド型ワイ
ヤレスマイク、有線マイク、磁気ルー
プ受信機、ループアンテナ（8m）

【本社】〒600-8815  京都市下京区中堂寺粟田町93
京都リサーチパーク6号館302

TEL.075-315-5561  FAX.075-315-5625
【東日本営業所】〒235-0016 横浜市磯子区磯子2-17-17

TEL.045-753-6122  FAX.045-750-1255

難聴者用磁気ループシステムで社会に貢献する

株式会社ソナール

www.sonar-loop.jp









④ 太陽光発電の経済性検討

パネル出力 30 kW
設計係数 0.76

1月 2月 3月 4月 5月 6月
日積算日射量 3.09 3.36 3.98 4.39 4.8 4.26
月日数 31 28 31 30 31 30
温度補正係数 1.01 1 0.99 0.97 0.95 0.93
発電量 2,206 2,145 2,785 2,913 3,223 2,710
単価 16.17 16.17 16.17 16.17 16.17 16.17
電気代削減額 35,669 34,685 45,032 47,098 52,116 43,819

7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間
日積算日射量 4.66 4.72 3.93 3.71 3.23 2.96
月日数 31 31 30 31 30 31 181
温度補正係数 0.92 0.91 0.93 0.95 0.97 1
発電量 3,030 3,036 2,500 2,491 2,143 2,092 31,274
単価 17.22 17.22 17.22 16.17 16.17 16.17
電気代削減額 52,180 52,277 43,049 40,281 34,653 33,830 514,689

イニシャルコスト 45万円 ×30kW ＝1350 万円
単純回収年数 1,350 万円÷ 51.47万円 ＝26.2 年
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太陽光パネルの廃棄について 新聞記事より 

太陽光パネル処分策を 総務省勧告 不適切廃棄相次ぐ（日本経済新聞 2017.9.8） 

使われなくなった太陽光パネルについて、感電防止策を取らずに放置したり、有害物質の有無を確

認しないまま埋め立てたりしている事例があることが８日、総務省の調査で分かった。2030 年代半ば

以降、耐用年数の過ぎたパネルの大量廃棄が見込まれる。総務省は将来に備え、回収やリサイクルの

仕組みを法整備も含めて検討するよう環境、経済産業両省に勧告した。 

 太陽光発電は、再生可能エネルギーの固定価格買い取り制度が 12年に導入されて以降、個人住宅や

売電目的の発電事業者で導入が広がった。ただ災害で設備が壊れても、パネルは日光が当たって発電

が続き、不用意に触った人が感電する場合がある。鉛やセレンといった有害物質を含んでいるパネル

もある。 

 総務省は 15～16 年度に地震や豪雨、突風などで施設損壊が確認された熊本など４道県の計６市町村

を抽出調査。６市町村とも危険性を住民に注意喚起しておらず、ブルーシートでパネルを覆うなどの

感電防止策を取らず３カ月にわたり放置されていたケースもあった。 

 これとは別に解体や産廃処理など 65 事業者を選び、対応を調べた。有害物質の含有に関する情報が

産廃業者に提供されないまま、使用済みパネルが遮水設備のない場所に埋められた例を確認。パネル

メーカーが産廃業者に含有物質の情報開示を拒んだケースもあった。 

 環境省はパネル処分に関するガイドラインを策定しているが、「不明瞭で非実用的」との業者の声も

あり、総務省は有害物質を簡単に確認できる仕組みや、適切な埋め立て方法の明示が必要としている。

〔共同〕 

総務省、使用済み太陽光パネル管理で環境省などに勧告（財経新聞 2017.9.9） 

総務省は太陽光パネルの導入が平成 24 年 7月の再生可能エネルギー固定価格買取制度創設以降、拡

大し続け、2030 年代半ばころから大量に使用済みパネルの排出量が増えることから、パネルの適正な

廃棄処分が行われているかどうかの調査結果を踏まえ、8日、環境省や経済産業省にパネルの回収・適

正処理・リサイクルシステムの構築について、法整備 も含め検討するよう勧告した。特に災害などで

損壊したパネルから鉛やセレンなど有害物質が流出したり、感電する危険があるため、その周知と防

止措置を確実に行うよう自治体や関係業者に周知徹底を環境省に勧告している。 

総務省の実態調査では災害等による損壊パネルによる感電や有害物質が流出する危険性について、

一部を除き、地方公共団体・事業者ともに十分な認識がなかった。また地域住民への注意喚起も行っ

ていない実態が浮かび上がってきた。さらに損壊現場で感電等の防止措置が一部を除いて十分かつ迅

速に実施されていなかったことがわかった。 

 このため、環境省に対し「感電等の危険性やその防止措置の確実な実施等について周知徹底するよ

う勧告」した。また、パネルの有害物質情報が排出事業者から産廃処理業者に十分提供されず、含有

の有無が未確認のまま、遮水設備のない処分場に埋立ているケースがあり、有害物質が流出する懸念

もでていることがわかった。 

 このため、環境省と経済産業省に対し「有害物質情報を容易に確認・入手できる措置や情報提供義

務の明確化、 適切な埋立方法の明示をおこなうとともに、パネルの回収・適正処理などに法整備も含

め検討するよう」勧告した。 

 総務省は、太陽光パネルは災害で損壊しても、日光が当たる限り発電するため、接触すれば感電す

るおそれがあり、有害物質が流出するおそれもある、と指摘。環境省に対し都道府県・市町村、関係

事業者に向け、感電・有害物質流出の危険性の注意喚起、防止措置の確実な実施を周知するよう勧告

した。(編集担当:森高龍二) 
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